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自己存在感を高め、自立する力を育む学級経営 
                       草加市立八幡小学校 宮﨑 知彦 
はじめに 























































  引いたものであるから、だれからも文句は出ない。となりがだれとなっても（班のメ 
  ンバーがだれでも）仲良く協力して生活することを意図したものである。 
 ・リーダーを中核に班を考え座席を決める。班での活動を重視すればこの方法となる。 
    そのため、決めるのは担任である。（希望をとりながら） 
（６）係や当番は、希望通りに選べなかった子どもに次回は優先的に選ばせる 







  会津藩の「什の掟」 ①年長者の言うことに背いてはなりませぬ ②年長者にはお辞
儀 
 をしなければなりませぬ ③うそを言ってはなりませぬ ④卑怯な振る舞いをしては
なりま 
 せぬ ⑤弱い者をいじめてはなりませぬ ⑥戸外で物を食べてはなりませぬ ⑦戸外
で 
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 婦人と言葉を交わしてはなりませぬ ⑧ならぬものならぬものです 











「 やる気のない言葉は言わない 」 








 「授業が終わって 10 秒以内に次の授業の用意をする」 









  小学校学習指導要領（中学校もほぼ同じです） 
 「道徳教育の目標は、学校の教育活動全体を通じて、道徳的な心情、判断力、実践意 
  欲と態度などの道徳性を養うこととする。」 
 「道徳の時間においては、・・・・計画的、発展的な指導によってこれを補充、深化、 
  統合し、道徳的価値の自覚及び自己の生き方についての考えを深め、道徳的実践力 
  を育成するものとする。」 
 












  で安心して発言できる学級にする。 
 ②教師と子ども、子ども同士の信頼関係を深め、互いに友達のよさに気づき、認め、 
  励まし合える学級にする。 
 ③思いやりの心を大切にする学級をつくる。友達や動植物にやさしく接し、だれに対 
  しても思いやりの心を育てる。 
具体的にどのように道徳の時間をどう充実させるか、実践を紹介します。 
（１）道徳の時間が、人間にとって生きていくために必要なことを学ぶ大切な時間である 
  ことを、最初の道徳の時間にしっかりとらえさせる。（オリエンテーション） 
（２）話し合いの柱を子どもたちにつくらせる。自分たちの話題として、一人一人が問題 
  意識を持たせるためである。 
（３）主人公に感情移入しやすいように絵、紙芝居、プレゼン等を活用する。副読本の挿 
  絵のコピーに色を塗るだけでも違う。 
（４）主人公の気持ちになりきらせるために、子どもたちの興味・関心を持って授業に参 
  加できるように役割演技をさせる。（簡単な劇） 
（５）話し合いが、教師と子ども１対１にならないよう、一人の子どもの考えを他の子ど 



















   導入 子どもたちの問題意識を高め、深め、よりよく成長していこうという気  
    持ちを起こさせる。 
     導入の仕方には次のようなものがある。 
      ア、資料そのものから入る（資料のイメージ作り） 
      イ、人物・時代背景から入る（時代背景が難しい場合） 
      ウ、ねらいとする価値から入る（教師の願いをいきなり伝える） 
      エ、児童の生活実態から入る（友達の考え方を知る） 
 
 
  展開前段 （話し合いを通して、一人一人の考え方・感じ方を明らかにしていく。 
   （１）資料提示（資料渡し） 
         読み物資料の場合、教師がただ読むのではなく、ドラマの再現を子どもた  
   ちに感じさせるような工夫がほしい。 
      （例）キーワードをくりかえす 子どもの表情を見る 教師の表情・しぐさ 
           読むスピードを変える（抑揚、強弱、間をとる） 難しい言葉にはコメント 
           写真 ＢＧＭ 
  （２）柱立て（話題づくり） 
         子どもと共に作る方が望ましい。自分たちが作った話題の方が意欲的な話し 
   合いになる 
         資料が長い場合などは教師が提示してもよい。 
           基本発問は３つ。 
   （３）話し合い 
      中心発問を通して、ねらいとする価値の追求、把握をする。 
      中心発問は１～２つ 
           補助発問は基本発問を補うための発問。 
           あらすじの話し合いにならないこと。 
  展開後段 （ねらいとする価値の主体的な自覚を図る） 
    子どもたちが、自分自身の内面に目を向けながら（今までの自分はどうであっ 
  たか考え）、自分の意見を言ったり、友達の考えを聞いて自分と友だちの考えを 
  比較して考えたりする。 
   I I l
























  終末（ねらいとする価値についての整理・まとめをする） 
    学習を振り返り、実践しようとする意欲の高まりを認め、励ますこと。 
    方法として 
    ・教師のまとめ 
        ・教師の説話（教師の感じたこと、感動等をそのまま話しても効果的） 
     ・体験談（うその体験談は子どもは見抜く） 
        ・ことわざ、格言   ・作文、日記、班日誌 ・道徳ノート、心のノート 









    朝、暗く能面みたいな顔で教室に入ってくる担任をみて、子どもたちは１日頑張ろう 
 と思うでしょうか。子どもたちは笑いのある明るい学級を望んでいます。 
○子どもは不公平を敏感にかぎ分ける天才であると知っている教師 




  ひとことで子どもを傷つけ、ひとことで勇気を貰う子もいます。 
○だめなことはだめと言える教師 
  子どもの要求どおりに動く教師は逆に信頼を失います。はっきり言える教師を子ども 
 たちは望んでいます。 
○常に子どもをどうほめるか考えている教師 
   ほめられて子どもは育ちます。中学生は、根拠のあることでほめられたいと思ってい 
 ます。だから、日常の教師の注意深い観察が必要なのです。 
